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教育活動
学部における担当科目
「行動システム論」「行動変容論」「行動システム論実験」「情報処理」「視聴覚教育メディア論」
大学院における担当科目
「行動の形成と変容」「国際学総合研究B（地域社会と現代I）」
共通教育担当科目
「行動心理学入門」「認知心理学入門」「心理学実験」「初期セミナー」

